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～はじめに～ 

 越谷市観光振興計画（以下、「観光振興計画」という。）を着実に推進するため、次の３

つを基本方針とします。 

●「目標の達成状況」、「主要施策の検証」および「リーディングプロジェクトの取組内容」

について、分かりやすく体系的に検証します。 

●観光振興に関する包括連携協定を締結している（株）ＪＴＢが培った大手旅行会社の

ノウハウを活かします。 

●中間検証・最終総括では、関係団体・民間事業者等に情報を提供し、広く意見を集め、

各種施策や事業のブラッシュアップの参考にします。 

観光協会ＨＰ
アクセス数

ＦＣ照会数
「ガーヤちゃん」
イラスト活用件数

観光農園来園者数
観光物産拠点施設

整備数

【目標】
観光入込客数

市への愛着度

・主要施策の実施 

・リーディングプロジェクトの推進

計画の推進 

□視点 
・認知度およびブランド力の向上 
・地域活性化と住民サービスの向上 
・魅力ある観光地づくり 

（株）ＪＴＢ 
評価・分析

目標管理

１．越谷市観光振興計画の目標の管理と評価

（１）目的 

   「観光振興計画」に掲げる将来像「人と水と緑を結ぶ スマイル創造・交流タウン“こしが

や”」の実現に向けて設定した目標の達成状況を把握するともに、実施した各種施策や事業を

評価し、もって「観光振興計画」の実効性を確保することを目的とします。 

（２）目標の管理と評価の仕組み 

  ①目標の達成状況 

   目標値に対する実績値と達成率を測定し、進捗を確認します。 

②主要施策の検証 

   「基本方針」に位置づけた各種主要施策を検証し、課題および今後の方向性等を検討します。

また、観光振興に関する包括連携協定を締結している（株）ＪＴＢに分析を依頼し大手旅行会

社のノウハウを活かします。 

③リーディングプロジェクトの取組内容 

   主要施策に位置づけられている「リーディングプロジェクト」の具体的な取組内容を適切に

把握・整理します。 

【イメージ】 

※成果目標 

1
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（３）管理と評価のスケジュール 

  ①進行管理 

   進行管理では、上記（２）のとおり各年度を単位とした進捗状況を把握します。 

②中間検証・最終総括 

   2018 年度には、2 ヵ年（2016・2017 年度）の進捗状況を評価し、今後の方向性を検討す

る中間検証を実施しました。また、2021 年度には、５ヵ年（2016～2020 年度）を総合的に

評価する最終総括を実施し、効果および課題等を評価します。 

③外部への情報提供 

   中間検証・最終総括では、市の部局を超えた関係各課所並びに（一社）越谷市観光協会およ

び民間事業者等に情報を提供し、ヒアリング等を実施します。 

【スケジュール】 

2020 年度事業

2019 年度事業

2018 年度事業

2017 年度事業

Try！
観光の近未来に向けて

～アイデアの創出や試行～

Watch&Management 

確かな方向性へ 

～実施・検証～

New Brand！ 
新しい都市型観光の確立 
～ブラッシュアップ～

計画期間

2016 年度事業

進行管理

･進行管理
･情報提供 
･中間検証 進行管理

進行管理

･進行管理
･情報提供 
･最終総括

進
行
管
理
フ
ロ
ー

2016 2017 2018 2019 2020 2021
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２．目標値に対する実績値とその達成率の測定

目標 単位
目標値 

(2020) 

計画策定時

（2015） 

進捗状況 

現在の進捗状況 関連する主な事業 今後の見通し 2018 

実績値 達成率（%） 進捗 

1 観光入込客数 人 58,000,000 52,935,926 59,197,192 102.1 計画通り

市内の名所・旧跡をはじめ、四季
折々のイベントや水と緑の豊かな
水辺空間等の地域資源のブラッシ
ュアップに取り組んでいます。ま
た、（株）ＪＴＢのノウハウ等の活
用に努めています。 

･観光ガイドブック等作成 
･地域交流事業 
･魅力発信プロモーション事業 
･都市イメージ向上事業 
･こしがやの未来を創る魅力宣伝大使事業 
･いちごラン事業 
･こしがや愛されグルメ発信事業 
･北越谷桜まつり事業 
･花火大会事業 
･田んぼアート事業 
･観光ＰＲ事業 
･ガーヤちゃんの蔵屋敷運営事業 

既存の地域資源のブラッシュアップに取り組むと
ともに、地域の魅力の掘り起こしや新たな観光コン
テンツづくりに取り組むなど、新たな“都市型観光”
を推進します。 

2 市への愛着度 ％ 55.0 42.0 50.6 92.0 計画通り

2015年度の市政世論調査から市へ
の愛着度(シビックプライド)につ
いて、定点的に数値等を把握・分析
しています。 
年度により実績値に変動はありま
すが、全体的に見て、順調に進捗し
ています。 

･越谷市民まつり 
･こしがや愛されグルメ発信事業 
･都市イメージ向上事業 
･こしがやの未来を創る魅力宣伝大使事業 
･ガーヤちゃんの蔵屋敷運営事業 
･観光ボランティアガイド事業 

市への愛着度（シビックプライド）の醸成のため、
都市イメージ向上事業やこしがや愛されグルメ発
信事業を実施するとともに、こしがやの未来を創る
魅力宣伝大使と連携し、効果的な情報発信を実施し
ていきます。 
また、地方創生の視点を踏まえて整備した、観光物
産拠点施設「ガーヤちゃんの蔵屋敷」では、日光街
道の宿場町「越ヶ谷宿」の玄関口である越谷駅東口
のにぎわいを創出するとともに、“こしがや”の魅
力を内外に発信します。 

3
観光協会ＨＰア
クセス数 

件 180,000 144,000 222,187 123.4 計画通り

2018年度は（一社）越谷市観光協
会の情報発信ツールの一つである
ホームページのリニューアルを実
施しました。引き続き内容の充実を
図るとともに、認知度を高めていく
必要があります。 

･ウッドデッキ事業 
･レイクタウン事業 
･都市未来創造塾事業 
･サイクリング事業（こしがやサイクルカフェﾌ
プロジェクト） 

魅力ある観光コンテンツを提供するとともに、より
アクセスしやすい環境を整えるため、積極的に情報
を発信します。 

4
フィルムコミッ
ション照会数 

件 80 55 121 151.3 計画通り
継続的に撮影業者と施設所管課と
の調整を行っています。 

･フィルムコミッション事業 

市のイメージアップにつながるような作品を誘致
できるように、効果的なＰＲに努めます。また、事
業に対する市民の理解が得られるように、ＰＲチラ
シを作成するなど市内での周知も図っていきます。

5
「ガーヤちゃ
ん」イラスト活
用件数 

件 220 55 466 211.8 計画通り

「ガーヤちゃん」イラストや着ぐる
みについて、庁内はもとより、民間
事業者・団体等の利用促進に努めて
います。また、（一社）越谷市観光
協会では、ＬＩＮＥスタンプを作
成・販売しています。 

･ガーヤちゃんの活用 

「ガーヤちゃん」イラストや着ぐるみの利用促進に
関して、継続的に取り組みます。また、市内外のイ
ベントに出演するなどガーヤちゃんを活用した市
のＰＲに取り組みます。 

6
市内観光農園来
園者数 
※累計 

人 627,000 147,794 494,228 78.8 計画通り

観光農園マップの作成、いちご関連
イベントの開催、イベントへの参加
により観光農園のＰＲを行ってい
ます。 

･高収益農業推進事業 継続的に市内観光農園のＰＲを行います。 

7
観光物産拠点施
設整備数 

件 1 0 ― ― 計画通り

観光イベントや観光スポット並び
に特産品等の情報発信および広域
観光を展開するため、越谷駅東口の
高架下に、観光物産拠点施設「ガー
ヤちゃんの蔵屋敷」を整備しまし
た。 

･観光物産拠点施設整備事業 
･ガーヤちゃんの蔵屋敷運営事業 

観光物産拠点施設「ガーヤちゃんの蔵屋敷」におい
て、観光物産をはじめ市の魅力や広域的な観光情報
等の発信を、運営主体である（一社）越谷市観光協
会および市内事業者など関係団体等と連携を図り
ながら、取り組んでいきます。 
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【参考】 

○実績値年度推移一覧 

項目（単位） 
2015（計画策

定時） 
2016 2017 2018 2020（目標）

1 観光入込客数 （人） 52,935,926 57,733,325 58,282,514 59,197,192 58,000,000

2 市への愛着度 （％） 42.0 47.2 46.6 50.6 55.0

3 観光協会ＨＰアクセス数 （件） 144,000 162,061 183,901 222,187 180,000

4 フィルムコミッション照会数 （件） 55 116 109 121 80

5 「ガーヤちゃん」イラスト活用件数 （件） 55 336 406 466 220

6 市内観光農園来園者数※累計 （人） 147,794 307,886 397,218 494,228 627,000

7 観光物産拠点施設整備数 （件） 0 1 ― ― 1

○達成率年度推移 

0%

50%

100%

150%

200%

250%

2015

（計画策定時）

2016 2017 2018

観光入込客数

市への愛着度

観光協会HPアクセス数

フィルムコミッション照

会数

「ガーヤちゃん」イラス

ト活用件数

市内観光農園来園者数※

累計

観光物産拠点施設整備数
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３．主要施策の評価とリーディングプロジェクトの推進

（１）主要施策の実施状況

①観光資源のブラッシュアップ                         

市内には、豊富な観光資源がある一方で、市外からの入込客や経済波及効果が期待できるもの

は、一部に限られています。 

既存の観光資源に新たな価値（ストーリー性）を加える、見せ方を工夫するなど、個性を際立

たせることで、普段得ることの出来ない時間や空間を提供し、人を外から惹きつける魅力の向上

を図ります。 

ⅰ）進捗状況 

 花火大会、田んぼアート、南越谷阿波踊りなどのイベントは、主催する各実行委員会が主体と

なり運営され、毎年にぎわいをみせています。 

 また、大相模調節池では、観光振興に関する包括連携協定を締結した（株）ＪＴＢが事務局を

運営するスポーツ・グルメイベント「越谷いちごラン」が 4回目の開催を迎えるとともに、2018

年度より新たに取組みを開始した「都市イメージ向上事業」の一環として、参加型イルミネーシ

ョンイベント「こしがやイルミレイク」を実施しました。 

 さらに「ＫＯＳＨＩＧＡＹＡてしごと市」は、手仕事の文化を伝えるマルシェとして、若い人

を中心ににぎわいをみせるイベントに成長しています。 

越谷商工会議所は、昨年度に引き続き越谷レイクタウンにある大相模調節池の水辺空間を活用

した新たな事業活動の掘り起しや地域のビジネスの創造・育成を目指した社会実験「こしがや水

辺の祭典 2018」を実施しました。 

ⅱ）関連目標 

観光入込客数、市への愛着度、観光協会ＨＰアクセス数、フィルムコミッション照会数 

≪（株）ＪＴＢコメント≫ 

観光入込客数を増やすために必要な施策を講じています。今後は、地域における滞在時間の延

長や観光消費額の向上を目指し、マーケティングとマネジメントの視点を取り入れて取り組む必

要があります。 

②イオンレイクタウンや地域産業を活かした取組の推進  

越谷レイクタウンには、大型商業施設のイオンレイクタウンがあり、年間約 5,000 万人（計画

策定時）の人が訪れています。さらに、首都近郊の地理的特性を活かした質の高い農業など、観

光資源としても価値のある産業があります。 

  これらの地域にある産業の強みを観光の視点で活かした取組を推進します。 

ⅰ）進捗状況 

 イオンレイクタウンとは、これまで「越谷・徳島物産観光交流フェア」並びにリオデジャネイ

ロオリンピック・パラリンピックのパブリックビューイングやメダル獲得後の報告会等の会場と

して使用するなど、年間 5,000 万人（計画策定時）を超える集客力を強みとした連携に取組んで

きました。 

また、2017 年度には、食に焦点を当てた「こしがや愛されグルメ発信事業」の企画・運営で

連携するなど、取組の幅は拡がっています。さらに、2018 年度には、参加型イルミネーション

イベント「こしがやイルミレイク」のＰＲ協力や、「徳島市・越谷市物産フェア」開催時の会場

提供がありました。 
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 越谷いちごのブランド化の取組としては、東武鉄道（株）、東京急行電鉄（株）および東京地

下鉄（株）（東京メトロ）の鉄道事業者並びに目黒区「自由が丘のスイーツ店」と越谷いちごタ

ウンが連携し、プロモーション事業を実施しました。 

中心市街地である越谷駅東口の日光街道「越ヶ谷宿」周辺では、「雛めぐり」・「甲冑めぐり」

や「宿場まつり」が開催され、さらに広域連携事業「日光街道埼玉六宿スタンプラリー」と連携

した集客を図りました。 

ⅱ）関連目標 

観光入込客数、市内観光農園来園者数、観光物産拠点施設整備数 

≪（株）ＪＴＢコメント≫ 

イオンレイクタウンの知名度や集客力は越谷市の強みです。今後、双方の連携を強化するとと

もに、市内の各資源との効果的な連携と回遊性の向上を図り、訪日外国人の誘致も視野に入れた

施策を実施していくことが重要です 

また、観光地経営の視点で他の地域との「違い」を把握し、効果的に発信していくことも必要

です。 

③新たな魅力の創造と観光基盤の整備

市内には、あまり知られていない地域資源（地域のネタ）も数多くあります。これらのポテン

シャルを引き出すなど、観光資源としての掘り起こしを行うとともに時代の先端を行く新たな魅

力の創造に取り組みます。 

また、旅行会社である（株）ＪＴＢとの包括連携協定を活かした地域交流事業並びに宿泊施設

や交通インフラの整備など促進します。 

ⅰ）進捗状況 

 市内にある自転車メーカー、ホダカ（株）は（一社）越谷市観光協会と連携し、スポーツサイ

クル講習会を実施するとともに、自転車愛好者の新たなネットワークによる市内観光スポットめ

ぐりにも取り組んできました。2017 年度は、スポーツサイクル講習会のスピンオフ企画として、

「越谷女子会ライド」を開催するなど、スポーツサイクリングを通じたライフスタイルの提案や

情報発信に取り組み、“自転車のある暮らし”をテーマとしたパンフレットも作成しました。2018

年度には市内 10店舗のカフェと連携した、「こしがやサイクルカフェプロジェクト」が始動しま

した。こだわりのあるライフスタイルや楽しみ方を提案し、新たな地域の魅力として発信してい

ます。 

 また、（株）ＪＴＢは、環境美化活動や地域文化を学習する交流事業「地球いきいきプロジェ

クト」やスポーツ・グルメイベント「越谷いちごラン」の企画・運営に携わり、大手旅行会社の

ノウハウを活かした新たなコンテンツづくりに取り組んでいます。2017 年度は、越谷市と越谷

商工会議所が共催する「こしがや愛されグルメ発信事業」の事務局として、その企画・運営に関

わっています。 

 宿泊施設については、2017 年度、2018年度に、越谷駅周辺に相次いでビジネスホテルがオー

プンしました。観光基盤のさらなる整備に向けては、こうした動きを的確に捉え、民間事業者と

の連携を視野に引き続き取り組んでいく必要があります。 

ⅱ）関連目標 

観光入込客数、観光協会ＨＰアクセス数、市内観光農園来園者数 

≪（株）ＪＴＢコメント≫ 

積極的に民間企業と連携し、スポーツやグルメなどの分野で新たな事業に取り組んでいること

は評価できます。今後、地域全体で観光客を受け入れる体制を整えていくためには、観光を成長
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産業として捉え、地域経済が循環する消費構造を作り上げる必要があります。そのためには、多

様な民間企業との連携により、観光客が楽しめる環境整備が必要です。 

④観光を核としたブランドプロモーションの推進 

近年、ＳＮＳによる情報発信とその影響力が注目され、日本はもちろん、世界中の人々が日々

情報をブログやフェイスブックで発信しています。これらの情報発信・コミュニケーションツー

ルを活用したＰＲ戦略やフィルムコミッション、越谷特別市民「ガーヤちゃん」、こしがや愛さ

れグルメ認証品のさらなる活用などにより、市のイメージ向上につながるブランドプロモーショ

ンを推進します。 

ⅰ）進捗状況 

 観光物産拠点施設「ガーヤちゃんの蔵屋敷」では、こしがや愛されグルメ認証品、伝統的手工

芸品、ガーヤちゃんグッズなどの販売や伝統的手工芸品（だるま、せんべい）の体験型コンテン

ツの提供、さらには、東武鉄道沿線の巨大ジオラマによる広域観光ＰＲ等により、日光街道の宿

場町「越ヶ谷宿」の玄関口でもある越谷駅東口のにぎわいを創出するとともに、本市の魅力を内

外に発信しています。 

 また、「魅力発信プロモーション事業」では、継続的に本市の知名度向上や集客による経済活

性化につながる地域資源を体系的に整理するとともに、民間事業者等のプロモーション事業につ

ながる取組を支援しています。 

 2018 年度は新たに「都市イメージ向上事業」を実施しました。“こしがや”ならではのライフ

スタイルをテーマにしたＰＲ冊子（市民による私小説集「越谷“素”小説」）および関連したプ

ロモーションムービーを作成・発信するとともに、越谷レイクタウン地内の大相模調節池におい

て、市民が支持し誇れるイベントとして、参加型イルミネーションイベント「こしがやイルミレ

イク」を開催しました。さらにこれらの資源を活用して、東京シティアイ（東京駅地下道直結）

地下１階パフォーマンスゾーンにおいて、越谷市プロモーションイベント「越谷“素”生活」を

開催し、交流人口の拡大や定住人口の誘引、シビックプライド（郷土愛）の醸成を図りました。

 フィルムコミッションでは、2017 年度のＮＨＫ発地域ドラマ「越谷サイコー」に続き、2018

年度もＮＨＫＥテレ「ふるカフェ系ハルさんの休日」やＴＢＳ系火曜ドラマ「初めて恋をした日

に読む話」等の有名作品の撮影誘致・支援を実施し、番組放送とあわせて地域の魅力を発信して

います。 

ⅱ）関連目標 

観光入込客数、市への愛着度、観光協会ＨＰアクセス数、フィルムコミッション照会数、「ガー

ヤちゃん」イラスト活用件数、観光物産拠点施設整備数 

≪（株）ＪＴＢコメント≫ 

地域の持つ多彩な魅力を活かした都市イメージを発掘・編集し、ストーリーとして発信するブ

ランドプロモーションは、総合的なまちの価値向上に繋がります。一方で、地域のブブランディ

ングは一過性の取組みでは効果を期待できず、長期的な視点で継続して実施する必要がありま

す。 

また、フィルムコミッション事業は、単なる撮影の誘致・支援に留まらず、地域の魅力づくり

として、推進するべきです。 

⑤訪日外国人旅行者の誘客と広域観光の推進 

東京オリンピック・パラリンピックの開催決定もあり、訪日外国人旅行者は、年々増加してい

ます。訪日外国人旅行者の嗜好にあった自然・歴史・伝統・文化や食を通じた体験交流型メニュ

ーの企画・実践や受入体制の整備などに取り組みます。 
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また、他の自治体並びに大型商業施設や鉄道会社などの民間事業者と連携し、人の移動と交流

を通じた互恵的関係を築き、相乗効果が期待できる広域観光を推進します。 

ⅰ）進捗状況 

 東京オリンピック・パラリンピックの開催決定を契機に訪日外国人旅行者は年々増加していま

す。2015 年度は、越谷市観光振興計画を策定するにあたり、「南越谷阿波踊り外国人モニターツ

アー」を実施しました。また、2016 年度は、埼玉県東南部都市連絡調整会議（構成：越谷市、

草加市、八潮市、三郷市、吉川市および松伏町）において「広域における外国人モニターツアー」

を実施し、日本庭園「花田苑」や南越谷阿波踊りなどのコンテンツについて検証しました。さら

に、2017 年度は、訪日外国人旅行者を対象とした多言語ガイドブック「埼玉リングルート」を

発行し、東武スカイツリーラインの浅草駅やとうきょうスカイツリー駅等で配布しています。 

 東武鉄道沿線自治体との連携については、日光街道の埼玉県内にある六宿（草加宿、越ヶ谷宿、

粕壁宿、杉戸宿、幸手宿、栗橋宿）の相互連携によるスタンプラリーを実施しています。さらに、

2018 年度は東武鉄道（株）と連携し、とうきょうスカイツリー駅構内において「越谷だるま」

や「籠染燈籠」の展示並びにＡＲ機能により観光情報を多言語発信しました。 

南越谷阿波踊りが始まって以降、阿波踊り連が相互に参加するなど民間レベルでの交流を深め

てきた徳島市とは、「産業フェスタ」（越谷市）および「はな・はる・フェスタ」（徳島市）にお

いて、相互出展しています。また、越谷市の学校給食のメニューに徳島市産『すだち』と『れん

こん』を取り入れるなど、双方が経済・観光振興についてメリットを得られる関係を目指し、連

携を進めています。 

ⅱ）関連目標 

観光入込客数、市への愛着度、観光協会ＨＰアクセス数 

≪（株）ＪＴＢコメント≫ 

訪日外国人に来訪してもらうためには、越谷市とその他の地域との差異を的確に把握し、差別

化を図っていくことが重要です。 

2020 年に開催される東京オリンピック・パラリンピックに向けて、インバウンド対策に戦略

的に取り組む必要があります。 

観光分野において、広域の連携を図る場合は、連携する地域それぞれのストーリーをいかに関

連付けられるかということがキモになります。 

⑥シビックプライド（郷土愛）の醸成と観光人材の育成 

市内には、「越谷といえば○○」というシンボル的なものが乏しく、全国的に有名な観光名所

も有していないことから市民の観光に対する意識が高いとはいえません。 

市民が地域について、よく知り、よく理解することで、地域に愛着を持ち、誇りを持てるシビ

ックプライド（郷土愛）の醸成を図ります。また、持続的に地域からの観光に取り組む人材の育

成と着地型観光に不可欠なおもてなし力の向上に取り組みます。 

ⅰ）進捗状況 

 市民団体等を対象にこしがやの魅力を発信する講座を開催しました。また、各種観光事業を展

開するにあたって、民間事業者との連携や地域との交流を促進する手法を用い、こしがやの魅力

を発信しています。これまでＪ：ＣＯＭが運営するケーブルテレビ番組「ネギッシュ」、「ご当地

サタデー」並びに（一社）埼玉県物産観光協会が発行する情報誌「ちょこたび埼玉」、（株）ぱど

が発行する地域密着型フリーペーパー「ぱど」、さらには、市民団体「こしがや地域ネットワー

ク 13」が発行した「越谷彩発見！徳川ゆかりの地で遊ぶ」の冊子などで取り上げられました。 

 2018 年度には市制施行 60 周年を記念して、「こしがやの未来を創る魅力宣伝大使事業」を新

たに立ち上げました。越谷市にゆかりのある著名人・団体を大使として委嘱し、地域の誇りとし
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て、その魅力を内外に広告宣伝するとともに、子どもたちの身近な憧れの存在として、夢や希望

のあるメッセージを発信しています。特に行政が不得手としている様々なメディアからの情報発

信に関して、大使と連携することで強化に取り組んでいます。 

 （一社）越谷市観光協会が実施する「こしがや都市未来創造塾」では、こしがやの地域資源を

活用し、その魅力を編集し、かつ、その価値を伝えるカリキュラムの中で、新たな集客交流ビジ

ネスを創出する事業計画づくりに取り組みました。 

ⅱ）関連目標 

市への愛着度、フィルムコミッション照会数、「ガーヤちゃん」イラスト活用件数、観光物産拠

点施設整備数 

≪（株）ＪＴＢコメント≫ 

シビックプライド（郷土愛）の醸成には、「地域の誇れる個性」を中心に“こしがや”の魅力

に気づいてもらうことからはじめる必要があります。 

また、地域にある観光資源を地域住民が発掘し、発信する着地型観光に取り組み、その担い手

として、観光ボランティア団体等を育成することも必要です。 

東京オリンピック・パラリンピックの開催を控え、越谷市においても訪日外国人の増加が見込

まれています。この世界的なコンテンツを盛り上げ、地域一体となって、おもてなしを実践し、

祝祭感を高めることは、シビックプライド（郷土愛）の醸成にもつながると考えます。 
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（２）リーディングプロジェクトについて

①水辺空間を活用した新たなコンテンツづくり

  水辺空間を観光資源として、“癒しの非日常”や“本物の感動”、“楽しい”をテーマに新たな

魅力を創造するコンテンツづくりに取り組みます。 

ⅰ）主な取組 

・ディンギー体験の事業化（ディンギーパーク）【（一社）越谷市観光協会】 

・「こしがや水辺の祭典 2018」（社会実験）の実施【越谷商工会議所】 

・スポーツ・グルメイベント「越谷いちごラン」の開催【（株）ＪＴＢ】 

・「地球いきいきプロジェクトの」（環境交流事業）開催【（株）ＪＴＢ】 

・「ＴＡＢＩＣＡ」（体験型コンテンツ予約・掲載サイト）と連携したディンギー体験教室の開催

【（一社）越谷市観光協会】 

・イオンレイクタウンおよび水辺のまちづくり館周辺を会場とした「防災フェス」、「エコウィー

ク」への参加【（一社）越谷市観光協会】 

・葛西用水ウッドデッキ「ＫＯＳＨＩＧＡＹＡてしごと市」の開催【（一社）越谷市観光協会】

・都市イメージ向上事業、参加型イルミネーションイベント「こしがやイルミレイク」の実施 

【市：事務局（株）ＪＴＢ】 

②イオンレイクタウンとの連携と回遊性の向上   

  年間約 5,000 万人（計画策定時）という買物客や“レイクタウン”の知名度は、観光資源とし

て考えると大きな強みとなります。買物客が、レイクタウンから市内の観光施設へ足をのばして

もらえるような仕組みを考え、“越谷レイクタウンを楽しむ”から“越谷全体を楽しむ”という

観光ルートづくりに取り組みます。 

ⅰ）主な取組 

・「こしがや愛されグルメ発信事業」の実施【市・越谷商工会議所：事務局（株）ＪＴＢ】 

・「越谷 逸品フェア」の開催【越谷商工会議所】 

・こしがやブランド認定品に係る意見聴取会での連携【市】  

・こしがやブランド認定品の販売促進フェア等に係る取組【市・（一社）越谷市観光協会・こし

がやブランド認定品認定事業者】 

・リオデジャネイロオリンピック・パラリンピックにおける星奈津美さんの応援【市】 

（イオンレイクタウンを会場としたパブリックビューイング並びにメダル獲得後の報告会お

よび市民栄誉賞授賞式での連携） 

・イオンレイクタウンを会場とした埼玉県フェアへの参加【市・（一社）越谷市観光協会】 

・イオンレイクタウンおよび水辺のまちづくり館周辺を会場とした「防災フェス」、「エコウィー

ク」への参加【市】≪再掲≫ 

・都市イメージ向上事業、参加型イルミネーションイベント「こしがやイルミレイク」の実施 

【市：事務局（株）ＪＴＢ】≪再掲≫

③食を活かしたトップブランドの創出 

  観光農園で代表的な存在のいちごは、“越谷といえば○○”という代表的な観光資源になる可

能性を有しています。“豪華さ”や“限定”を前面に出した高付加価値化やスイーツ等の開発に

よる 6次産業化に、生産者、食品加工会社、販売店のノウハウを持ち寄り取り組むなど、民間事

業者との連携によるプロモーションに取り組みます。 
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  このほか、市民に広く親しまれているご当地グルメ「こしがや鴨ネギ鍋」や外国人（欧米の富

裕層）に人気のある枝豆等があります。市の特徴の一つである首都近郊の農業を強みとした食の

ブランド化に取り組みます。 

ⅰ）主な取組 

・「こしがや愛されグルメ発信事業」の実施【市・越谷商工会議所：事務局（株）ＪＴＢ】≪再

掲≫

・いちごＤＥつながるキャンペーンの実施【市・目黒区・東武鉄道（株）、東急電鉄（株）・東京

地下鉄（株）（東京メトロ）・越谷市農業団体連合会観光農園部会等】 

・スポーツ・グルメイベント「越谷いちごラン」の開催【（株）ＪＴＢ】≪再掲≫

・越谷いちごを使用したスイーツ「いちご雪」の東京ドームふるさと祭り東京への出展【（一社）

越谷市観光協会】 

・産業フェスタにおける「こしがや鴨ねぎ鍋」のＰＲ【越谷商工会議所】 

④（株）ＪＴＢのノウハウを活かした展開 

  （株）ＪＴＢは、旅行会社であり、旅行商品の企画や旅行情報誌の発行などで培った質の高い

ノウハウがあります。これらのノウハウを活かした観光コンテンツの開発やブランドづくり、地

域活性化に取り組みます。 

ⅰ）主な取組 

・「こしがや愛されグルメ発信事業」の実施【市・越谷商工会議所：事務局（株）ＪＴＢ】≪再

掲≫

・スポーツ・グルメイベント「越谷いちごラン」の開催【（株）ＪＴＢ】≪再掲≫

・「地球いきいきプロジェクト」（環境交流事業）の開催【（株）ＪＴＢ】≪再掲≫ 

・「広域における外国人モニターツアー」の実施【埼玉県東南部都市連絡調整会議・（株）ＪＴＢ】

・「都市イメージ向上事業」の実施【市：事務局（株）ＪＴＢ】 

⑤宿泊施設や公共交通などの観光基盤の整備

  宿泊施設や公共交通などの整備は、観光客の滞在時間や旅行消費額に大きく影響し、観光の質

を大きく変える可能性があります。民間事業者と連携し、ホテルなどの宿泊施設や二次交通をは

じめとする公共交通などの観光基盤の整備を促進します。 

ⅰ）主な取組 

・民間企業と連携した宿泊施設の誘致促進【市】 

・無料公共無線 LAN 環境の整備検討【市】 

⑥ターゲットを明確にしたプロモーションの強化  

  人と人とのつながりを促進し、速報性、双方向性、拡散性などの性質から口コミによる影響力

のあるＳＮＳを活用した、市民や観光客と連携した情報発信に取り組みます。 

  また、観光・物産を中心とした“こしがや”の魅力を発信する拠点を整備するとともに、今後

の道の駅との連携を視野に入れた展開を検討します。発信する情報の内容により、訪日外国人旅

行者向けやリピーターとして期待できる近隣自治体住民向けなどターゲットを絞り、必要な情報

を必要なタイミングで発信するなど、効果的なＰＲに取り組みます。 

さらに、越谷特別市民「ガーヤちゃん」のイベント等への参加やキャラクター商品の開発・販

売並びに都市景観を活かしたフィルムコミッションの推進により越谷市のイメージ向上を図り
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ます。 

ⅰ）主な取組 

・「こしがや愛されグルメ発信事業」の実施【市・越谷商工会議所：事務局（株）ＪＴＢ】≪再

掲≫

・観光物産拠点ガーヤちゃんの蔵屋敷の運営【（一社）越谷市観光協会】 

・ガーヤちゃんのブログ・フェイスブックによる観光情報等の発信【市】 

・越谷特別市民「ガーヤちゃん」のイラストおよび着ぐるみの貸し出し並びにイベントへの参加

【市】 

・越谷市フィルムコミッションによる映像作品等の誘致【市】 

・「魅力発信プロモーション補助事業」を活用した首都圏でのイベント等への出展【市・こしが

やブランド認定事業者等】 

・「都市イメージ向上事業」の実施【市：事務局（株）ＪＴＢ】≪再掲≫

⑦訪日外国人旅行者を対象にしたクールなコンテンツづくり

  地域の魅力を活かした、日帰りツアーや、市民団体などによる着地型コンテンツの企画・実践

によるインバウンド観光に取り組みます。 

ⅰ）主な取組 

・インバウンド対象の多言語版広域観光ガイドブック「ＳＡＩＴＡＭＡ ＲＩＮＧ ＲＯＵＴＥ」

の発行【埼玉県東南部都市連絡調整会議】 

・日本文化伝承の館「こしがや能楽堂」の英語版ガイドブックの作成【市】 

・「広域における外国人モニターツアー」の実施【埼玉県東南部都市連絡調整会議・（株）ＪＴＢ】

≪再掲≫ 

・東武鉄道（株）と連携したとうきょうスカイツリー駅構内でのプロモーション【市・東武鉄道

（株）】 

・無料公共無線ＬＡＮ環境の整備検討【市】≪再掲≫

⑧シビックプライド（郷土愛）の醸成           

  各種媒体や民間事業者をはじめ、小・中学校や高等学校、大学など教育機関、さらには、図書

館や公民館などの社会教育施設との連携により、市民に地域の魅力を伝えることで、地域につい

ての理解を深め、シビックプライド（郷土愛）の醸成に取り組みます。さらに、市民自らが、地

域に愛着を持ち、誇りを持つことで、住んでよかったまち“こしがや”の魅力を全国に発信する

ことを目指します。 

ⅰ）主な取組 

・ボランティアガイド育成講座の開催【（一社）越谷市観光協会】 

・市民まつり・協働フェスタへの出展【（一社）越谷市観光協会】 

・こしがやの魅力を発信する講座の開催【市】 

・ケーブルテレビ番組「ネギッシュ」での観光情報の発信【Ｊ：ＣＯＭ】 

・情報誌「ちょこたび埼玉」での観光情報の発信【（一社）埼玉県観光物産協会】 

・「越谷彩発見！徳川ゆかりの地で遊ぶ」の冊子の発行【市民団体「こしがや地域ネットワーク

13」】 

・「こしがや都市未来創造塾」における地域観光ビジネスの人材育成【（一社）越谷市観光協会】

・越谷特別市民「ガーヤちゃん」のイラストおよび着ぐるみの貸し出し並びにイベントへの参加



13 

【市】≪再掲≫

・越谷市フィルムコミッションによる映像作品等の誘致【市】≪再掲≫ 

・「都市イメージ向上事業」の実施【市：事務局（株）ＪＴＢ】≪再掲≫ 

・「こしがやの未来を創る魅力宣伝大使事業」の実施【市】 
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４．参考資料【主な事業一覧】

事業名 事業概要 実施主体 関連目標 

観光ガイドブ

ック等作成 

観光ガイドブックおよび観光プロモーショ

ンリーフレットを作成し、市民とともに市外

の方々に対しても、各観光資源の認知度向上

を図ります。 

観光課 

観光入込客数、市

への愛着度、市内

観光農園来園者数 

地域交流事業 

徳島市や東北被災地 3 市（大船渡市・名取

市・東松島市）などとの観光・物産交流をと

おして、越谷市を市外にＰＲし、観光・産業

の発展等につなげていきます。 

（一社）越谷市観

光協会、観光課 

観光入込客数、観

光協会ＨＰアクセ

ス数、市内観光農

園来園者数 

魅力発信プロ

モーション事

業 

民間事業者が主体となって取り組む、こしが

や愛されグルメ認証品等の市の地域資源を

活用した市のプロモーションにつながる取

組を支援します。 

観光課 

観光入込客数、市

への愛着度、市内

観光農園来園者数 

北越谷桜まつ

り事業 

北越谷元荒川堤に 2 キロメートルにわたり

約300本のソメイヨシノが植樹されており、

3月下旬から4月上旬にかけて夜桜をライト

アップする北越谷桜まつりを開催します。 

（一社）越谷市観

光協会 

観光入込客数、市

への愛着度、観光

協会ＨＰアクセス

数 

花火大会 
夏の風物詩として越谷花火大会を開催しま

す。 

実行委員会 

事務局：（一社）

越谷市観光協会 

観光入込客数、市

への愛着度、観光

協会ＨＰアクセス

数 

田んぼアート

事業 

市内の水田を利用し、市民とともに色彩の異

なる複数の稲を作付し、文字や絵柄などを表

現する「田んぼアート」に取り組みます。 

実行委員会 

事務局：（一社）

越谷市観光協会 

観光入込客数、市

への愛着度、観光

協会ＨＰアクセス

数 

観光 PR 事業 

住民に地域の良さを再確認してもらうこと

で、郷土愛の醸成を図るとともに、内外に地

域の魅力を発信します。（越谷カレンダー、

いちご連携、日光街道埼玉六宿連携等） 

（一社）越谷市観

光協会 

観光入込客数、市

への愛着度、市内

観光農園来園者数 

いちごラン事

業 

「越谷いちご」を活用したスポーツ・グルメ

イベント「いちごラン」の開催を支援します。

大相模調節池周辺を会場とし、クオーターマ

ラソンや男女ミックスマラソン等を実施し、

参加賞として越谷いちごや越谷いちご入り

シュークリーム等を配布します。 

（株）ＪＴＢ 

観光入込客数、市

への愛着度、市内

観光農園来園者数 

「ガーヤちゃ

んの蔵屋敷」運

営事業 

こしがや愛されグルメ認証品、伝統的手工芸

品、ガーヤちゃんグッズなどの販売や伝統的

手工芸品（だるま、せんべい）の体験型コン

テンツの提供、さらには、東武鉄道沿線の巨

大ジオラマによる広域観光ＰＲ等で市の魅

力を内外に発信します。 

（一社）越谷市観

光協会 

観光入込客数、市

への愛着度 
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事業名 事業概要 実施主体 関連目標 

越谷市民まつ

り 

市民が安心して暮らすことが出来る、社会の

創造と市民相互の心のふれあいを目的とし

て、市民まつりを開催します。 

実行委員会 

(事務局：観光課)

観光入込客数、市

への愛着度

こしがや愛さ

れグルメ発信

事業 

地域に愛されている「手みやげ」や、おスス

メしたい「飲食店メニュー」を認証し、“こ

しがや”の食の景観をプロモーションしま

す。 

観光課、越谷商工

会議所 

（事務局：（株）

ＪＴＢ） 

観光入込客数、市

への愛着度

観光ボランテ

ィアガイド 

越谷市観光協会から委嘱を受けた「こしがや

のまち案内人」が、市内を巡るガイドツアー

を開催します。 

（一社）越谷市観

光協会 

市への愛着度、観

光協会ＨＰアクセ

ス数 

ウッドデッキ

事業 

葛西用水ウッドデッキを活用し、市民参加型

の各種事業を実施するとともに、市民団体等

の利用促進に努め、地域の賑わい創出と活性

化に努めます。 

（一社）越谷市観

光協会 

観光入込客数、市

への愛着度、観光

協会ＨＰアクセス

数

レイクタウン

事業 

水辺のまちづくり館や大相模調節池等を活

用した観光事業等を実施し、にぎわいの創出

を図ります。 

（一社）越谷市観

光協会 

観光入込客数、市

への愛着度、観光

協会ＨＰアクセス

数

都市未来創造

塾事業 

新たな観光の担い手となる優れた人材を育

成・輩出する人材アカデミー「こしがや都市

未来創造塾」を開催します。 

（一社）越谷市観

光協会 

市への愛着度、観

光協会ＨＰアクセ

ス数

サイクリング

事業（こしがや

サイクルカフ

ェプロジェク

ト） 

自転車を活用し、市内に点在する観光地・飲

食店を回遊する仕組みづくりを、市内に本社

を置く自転車メーカー「ホダカ（株）」と連

携して取り組みます。 

「こしがやサイクルカフェプロジェクト」で

はスポーツサイクリングとカフェの相性の

良さを活かし、こだわりのあるライフスタイ

ル・楽しみ方を提案します。 

（一社）越谷市観

光協会 

観光協会ＨＰアク

セス数 

フィルムコミ

ッション事業 

都心から近く、特徴のある施設や景観を活か

した撮影場所の調整を行います。 
観光課 

市への愛着度、Ｆ

Ｃ照会数

ガーヤちゃん

の活用 

「ガーヤちゃん」イラストや着ぐるみについ

て、積極的な活用を推進することで、市のＰ

Ｒおよび地域経済の活性化の一助とします。

観光課 

市への愛着度、「ガ

ーヤちゃん」イラ

スト活用件数

高収益農業推

進事業 

農業経営の収益性向上のため、施設園芸や観

光農業に取り組む農業者を支援します。ま

た、「越谷いちご」の産地形成に取り組むと

ともに、観光事業との連携を図ります。 

農業振興課 

観光入込客数、市

内観光農園来園者

数
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事業名 事業概要 実施主体 関連目標 

観光物産拠点

施設整備事業 

観光イベントや観光スポット並びに特産品

等の情報発信および広域観光を展開するた

め、越谷駅東口高架下に、観光物産拠点施設

を整備します。 

観光課 

観光入込客数、市

への愛着度、観光

協会ＨＰアクセス

数、観光物産拠点

施設整備数

都市イメージ

向上事業 

“こしがや”ならではのライフスタイルをテ

ーマに映像やパンフレットを作成・発信する

とともに、首都圏において一体性・一貫性を

持ったプロモーションを展開します。さら

に、本市の代表的地域資源である越谷レイク

タウン地内の大相模調節池において、市民が

支持し誇れるイベントを実施します。 

観光課 

（事務局：（株）

ＪＴＢ） 

観光入込客数、市

への愛着度

こしがやの未

来を創る魅力

宣伝大使事業 

市にゆかりのある著名人・団体を「こしがや

の未来を創る魅力宣伝大使」に委嘱し、地域

の誇りとして、その魅力を内外に広告宣伝す

るとともに、子どもたちの身近な憧れの存在

として、夢や希望のあるメッセージを発信し

ます。 

観光課 
観光入込客数、市

への愛着度


